
持続可能な町を目指して
Vol.6

　今回は「小野町まち・ひと・しごと創生総合戦略【2020改訂版】」で示した４つの基本目標のうち、基本目
標４「未来に向かって安全で安心して生活できるまちづくり」に掲げる施策事業を紹介します。

小野町人口ビジョン小野町まち・ひと・しごと
創生総合戦略【2020改訂版】

（１）人口の分析
・本町の総人口は、昭和30年から減少を続けてきましたが、今

後は、これまでにも増して急速に減少する見込みです。
・転出は横ばいですが、転入が減少傾向にあり、社会減が進ん

でいます。
・少子高齢化により自然減が進んでいます。
・出生率は、全国や福島県平均より高くなっていますが減少傾

向です。
（２）人口の将来展望
・急速な人口の減少は、本町の姿を大きく変え、町民の生活が

混乱することも考えられることから、減少の幅を緩やかにす
る必要があります。

・令和42年の人口
　　　「6,554人以上」
　平成27年度に策定した人口ビジョンにおいて、国立社会保障・
人口問題研究所による人口推計より約2,100人程度減少を抑制
することを目指していました。今回新たに試算を行ったところ、
前回同様の人口推移の傾向が見られたため、引き続き前回と同
じ目標を目指します。

中長期展望
（令和42年を視野）

【基本目標３】
新しいひとの流れづくり

【基本目標２】
活気にあふれ、賑わいを実感できるしごと
づくり

【基本目標１】
結婚・出産・子育て・教育に楽しみやうれ
しさを実感できるまちづくり

住民基本台帳に基づく人口など
　総務省が公表した令和２年１月１日現在の人口
動態調査で、国内の日本人住民の人口は、平成21
年をピークに11年連続で減少し前年より50万人
以上少なく、過去最大の減少となりました。その
一方で、外国人住民の人口は６年連続で増加し前
年より19万人多くなり、人口減少社会で外国人の
割合が高くなっています。

　小野町も同様に、日本人住民の人口は減少して
も、外国人住民の人口は増加しています。
　今後は少子化や経済のグローバル化を背景に、
外国人労働者の割合が高くなることが予測される
ため、これらの傾向を踏まえた人口対策が必要で
す。

■住民基本台帳に基づく人口など【令和２年１月１日現在】総務省調外　　　　　（　）は対前年増減数・率

統 計 日本人住民 外国人住民

全　国 １億2,713万8,033人
（△30万5,530人・△0.24％）

１億2,427万1,318人
（△50万5,046人・△0.40％）

286万6,715人
（＋19万9,516人・＋0.48％）

小野町 10,000人
（△211人・△2.07％）

9,858人
（△226人・△2.24％）

142人
（＋15人・＋11.81%）

【基本目標４】
未来に向かって安全で安心して生活でき
るまちづくり
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